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目的： 

これまでの研究からは、大気汚染物質への曝露が有害な出生転帰のリスクを高める可能性があると報告されている。そこで本研

究では、妊娠中の空気清浄機の使用が有害な出生転帰のリスク、具体的には、早産（PTB）、子宮内発育遅延（SGA）、低出生体

重（LBW）、と関連するかどうかを調べた。 

 

方法： 

エコチル調査に参加する 90,693 組の母子のデータを分析した。妊娠中の空気清浄機の使用については、自己記入式のアンケー

トで評価した。 主要評価項目は、PTB、SGA、LBW の有病率とした。 ロジスティック回帰分析を行い、オッズ比（OR）と 95%信頼区

間（CI）を算出した。 

 

結果： 

PTB、SGA、LBW の発生率はそれぞれ 4.5%、7.4%、8.1%であった。粗モデルでは、空気清浄機を使用したグループにおいて、PTB、

SGA、LBWのORが低くなることが示されたが、調整モデルではSGA（OR：0.94、95% CI：0.89–1.00）および低出生体重（OR ：0.93、

95% CI ：0.88–0.98）を除いて、関連性が消失した。乳児の性別で層別化したサブグループ解析により、低出生体重の OR の低下

は男児のみで観察されたことが明らかになった。 

 

考察（研究の限界を含める）： 

本研究の結果より、妊娠中の空気清浄機の使用は、有害な出生転帰のリスクの低さと関連することが明らかになった。この結果

は、妊娠中の大気汚染への曝露を避けることが、出生時の有害な結果を防ぐのに役立つ可能性があることを示唆している。本研

究の限界としては、自己記入式質問紙を用い yes/no 式の単純な項目で空気清浄機の使用を評価しているため、使用時間や空

気汚染物質の除去状況などが考慮できていないこと、重要な潜在的交絡因子で調整はしているものの未測定の交絡因子の存在

を否定し切れないこと、などである。 

 

結論： 

本研究の結果より、妊娠中の空気清浄機の使用は、有害な出生転帰のリスク、特に、低出生体重（LBW）と子宮内発育遅延

（SGA）の低さと関連することが明らかになった。 

 


